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（ 設 問 Ｊ ）
（ 設 問 ２ ）
（ 設問 ３ ）
（ 設問 ４ ）







戦国時 代の大名配置　 （ 戦国時 代（末凹））
源平の戦い
（平安 から垪 倉への陟行の時 代）
逎宿 使　　　　　　　　　　 （ 奈良時 代）
江戸時 代初朋の大 名配置　　 （ 江戸時 代）
地頭の荘 園即領　　　　　　 （ 躓倉時 代）

















































































































（２ ） 地図Ｂの「 戦い 」について，憊も詞係の深いも のを，つぎのア～力から
２つ選び，記号に○をつけなさい.
1
｀ji●●１　　　　 －gλ　　　　 ●11　　　　　　　　　　 駟●es
ア．承久の乱　 イ．ＳＣ の乱　 ウ．屋島 の取い　 工. 「いざ，jl倉 」
オ．「 平氏でないものはÅ でない」
刀，「 汝れや知る 邵は野 べの 夕ひば り あがるを見ても ・ つ るなみだは 」
（３ ） 地図Ｃに 関係あ る「 人物」と「 国名 」を，つぎのア ～力から１つずつ選び，
記号で答えなさい．　　　　　
人物（　　　 ）　 国名（　　　 ）
耄14舮a　　　l μ５ぷう　　 ≪*L≫・　　　 －　　　 ｔｌ　　　 ・１






























（４ ） 地ＳＤを見て，つぎ の①・②の各同いに答えな さい．
① 地図中の③・＠のう ち，③は，つぎのア～ウのうちのどれをあらわしてい
ますか．記号に○をつけなさい。





































































































Ａ，Ｂが戦争,  D,  E が農民 ・大名支配 について





























































































































































































































































作 成 作 業 に 移 る こ と に な る。 問 題 作 成 の 中 心 は ，
ど のよ う な 問 い を 作成 す る か と い う こ と に あ る の
で ， こ こ で は問 い の 作 成 に 限定 し て 考 察 す る こ と
に す る。 問 題 作 成 過 程 で は 実 際 に ど の よ う な 方 法
で 問 い が 作 成 さ れ て い るか を み て み よ う。
こ の 問 題 で は ， 選 択 肢 中 心 の 問 題 形 式 を と っ て
い る。 こ の 問 題 形 式 で は ，正 解 と攪 乱 解 答 を 混 合
し て示 し ，問 い は 基 本 的 に 「 次 の中 か ら正 しい も
の を 選 び な さ い」 とい う問 い のか た ち を と る。 こ
の よ う な 問 い で は ，事 項 の 関 係 づ け や 結 び つ け を
さ せ る 思 考 を 求 め る こ と に な り ，解 答 の 難 し さ は
関 係 づ け ら れ た 内 容 につ い て の 子 ど も の 理 解 度 に
よ っ て 決 ま っ て く る。 こ れ は基 本 的 に ど の よ う な
内 容 を た ず ね ， ど のよ う な 思 考 を さ せ る問 い を 設
定 す る か に よ っ て 規 定 さ れ て く る も の で あ り ， 問
題 の 作 成 にお い て 問 い の 作 成 方 法 が重 要 な 位 置 を
占 め る こ と に な る。
こ の総合 テ スト問 題 の設 問 及 び小 間 の 問 い で は ，
ど の よ う な 内 容 が 問 わ れ ， ど の 様 な思 考 を さ せ よ
う と し て い る のか と い う観 点 の も と に ， 問 い を 類
型化 す ると ，次 の ３つ の タ イプ に大 別 さ れ る。 １）
歴 史 の 理 解 を ひ と つ の 時 代 内 の 歴 史 事 象 で 問 う も
の ， ２） 歴 史 の理 解 を 異 な る 時 代 間 の歴 史 事 象 で
問 う も の ， ３） 歴 史 の 理 解 を 時 代 を 通 し た 歴 史 の
流 れ の知 識 で 問 う も の ，で あ る。 詳 述 す る と以 下
の よ う に な る。
１ ） 問 う 時 代 と同 一 時 代 内 の 特 定 の歴 史 事 象 に
つ い て の 知 識 を 要 素 と して ，そ の時 代 の 特 色
につ い て の既 有 の 知 識 を 確 認 さ せ ， 時代 の 特
色 の 中 に 歴 史 事 象 を 位 置 づ け る 判 断 を さ せ る
タイ プ。 ［設 問（1）の（ あ） お よ び設 問（4）の① ］
２） 異 な る 時 代 の歴 史 事 象 に 関 す る知 識 を 要 素
と し て ， 特 定 の 時 代 の特 色 に つ い て の 既 有 の
知 識 を 確 認 さ せ る。 そ して ，そ の時 代 の 代 表
的 な歴 史 事 象 や時 代 の特 色 に つ い て の 理 解 の
中 に ， 異 な る時 代 の 特 定 の 歴 史 事 象 を 位 置 づ
け る判 断 を さ せ る タ イ プ
Ｏ
［設 問 剛 の （ い ），
設 問 剛3 ）（4）（5）］
3 ） 異 な る 時 代 の代 表 的 な 歴 史 事 象 や 時 代 の 特
色 につ い て の 知 識 を 要 素 と し て ，歴 史 の 流 れ
につ い て の既 有 の知識 を 確認 さ せ る。 そ し て ，
異 な る 時 代 の 代 表 的 な 歴 史 事 象 や 時 代 の 特 色
に つ い て の 知 識 を ， 時 代 の流 れ に つ い て の 理
解 の 中 に 位 置 づ け る 判 断 を さ せ る タ イ プ 。
［ 設 問（6）］
こ の テ スト 問 題 で は ，時 代 の 特 色 に 関 す る知 識


















































１ ） こ れ ま で 行 わ れ た テ ス ト の 研 究 と し て 次 の も
の が あ る 。
① 伊 東 亮 三
，
池 野 範 男 「 社 会 科 テ ス ト の 教 授 学
的 研 究 （ Ｉ ） － テ ス ト 問 題 作 成 の 基 本 モ デ ル
刊 日 本 教 科 教 育 学 会 『 日 本 教 科 教 育 学 会 誌 』
第11 巻 第 ３ 号,  1986.  12
② 伊 東 亮 三
，
棚 橋 健 治
，
木 村 博 一 「 社 会 科 テ ス
ト の 教 授 学 的 研 究 （ ｎ ） － テ ス ト 問 題 の 分 析
と 歴 史 理 解 の 構 造 － 」 日 本 教 科 教 育 学 会 『 日
本¨ 教 科 教 育 学 会 誌 』 第12 巻 第 １ 号,  1987.  6
③ 伊 東 亮 三
，
吉 川 幸 男 「 社 会 科 テ ス ト の 教 授 学
的 研 究 （ Ⅲ ） 一 望 ま し い テ ス ト 問 題 作 成 の 観
点 一 」 日 本 教 科 教 育 学 会 『 日 本 教 科 教 育 学 会
誌 』 第12 巻 第 ２ 号,  1987.  9
① で は
，
過 去 の テ ス ト 研 究 に つ い て 整 理 さ れ
て お り
，
授 業 と 関 わ り を も っ た 理 論 的 な テ ス ト
研 究 が
，
こ れ ま で ほ と ん ど 行 わ れ て こ な か っ た
こ と が 指 摘 さ れ て い る 。
２ ） こ こ で は 以 下 に 示 す 問 題 集 の 中 の 総 合 実 カ テ
ス ト 問 題 を 取 り 上 げ た 。
教 学 研 究 社 編 集 部 編 『 段 階 別 新 問 題 集 社 会 ６
年 』 教 学 研 究 社,  1987　　　　　　　　に
の 実 力 テ ス ト 問 題 は
，
過 去 の 中 学 校 入 学 試
験 問 題 か ら 採 ら れ て い る も の で
，
歴 史 に つ い て
「’学 習 し た 内 容 が 完 全 に 理 解 で き て い る か ど う
か を み る た め さ ま ざ ま の 角 度 か ら と ら え た 総 合
問 題 」 と 説 明 さ れ て い る 。
３ ） 例 え ば
，
注 １ ） の ① は
，
テ ス ト 問 題 作 成 過 程
を ３ 段 階 で 示 し て い る 。
４ ） こ こ で は 評 価 の 対 象 と な る 学 習 内 容 を 捉 え る
た め
，









６） 問題中 の資料A,  B,  C,  D,  E について，
教科書には以下のような内訳でほぼ同一の資料
が掲載されている。
東京書籍(A,  B,  C,  D), 教育 出版（Ｂ，
C, D,  E), 中 京 出版(A,  B,  C,  D),
大阪出版(A,  B,  C,  D,  E)
７）この問題で取り上げられている，源平の戦い，
織田・豊臣の天下統一，江戸幕府の始まりなど
の歴史事象は，小学校学習指導要領1977年度版
及び1989年度版に示された第６学年の学習内容
の中で，時代の様子を理解する上で取り扱う歴
史事象の事例と同一のものになっているＯ遣唐
使については1989年度版の学習指導要領で大陸
文化の摂取として新しく取り上げられている。
また，これらの歴史事象は，東京書籍 ，教育出
版，中京出版，大阪書籍の教科書で，資料や本
文の記述内容として取り扱われている。（但し，
紀伊の国の地頭の荘園押領については教育出版
と大阪書籍発行の教科書のみが掲載）
８）それぞれのタイプの問いのもとでどの様な思
考が行われることになり，問いの構成方法によっ
て得られるテスト結果から，評価がどのように
可能になるかについては，稿を改めて論じたいＯ
66 －
